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浅海養魚場の水質および底質について  

Ⅱ 季節 的変化に つ い て  

青木利夫，岡市友利，越智  正  

Ⅰ ま え が き  

前報1）においては香川県下の型式の異なった養魚場として．安戸他，田の浦，喜平島，女木島，庵治養魚場を選ん  

で，昭和57年から59年にかけて溶存酸素を中心とした水質ならびに．底質について調査を行ったが，水質の良否を解明  

するため，今回ほ更に水質についてはアンモニア態窒素（NH4－N），亜硝酸態窒素（NO2－N），炭水化物，生物化学  

的酸素要求畳（BOD）およびプランクトン沈殿盈を測定し，底質紅ついては底質の間隙水につきNH4－Nい 硫化水  

素，炭水化物を測定した．   

養魚場としては事平島，安戸池を選び昭和40年る月から1年間の状況を調査した．．  

Ⅱ 試験 方 法  

昭和4□年る月より昭和41年る月の約1年間にわたり番肛県喜平島および安戸池養魚場において二調査し，喜平島では  

小潮の干潮時に，安戸池では中潮の満潮時に採水および採泥を行った．．  

欝1区Ⅰ紅示すように音平島養魚場では南側水門の餌場に近い  

水深7～8mの深みに当るA点と北側水門の水深5～4mのB  

点で，また安戸池養魚場では餌場に近い水深d～7mのA点  

と，比較的水の交換の悪い，池の奥部のB点のそれぞれ2点に．  

おいて試料を採取したい 水質分析のために．喜平島ではA点の水  

面下1m，底泥上1mとB点の水面下1mの水を，安戸池では  

A，B点ともに水面下1mの水を北原式B号採水器で採水し  

た．．採泥に．はEckman・BiI・ge型採泥器を使用した．おのおの  

試料はアイスボックスで水冷して持掃り分析に．供した．．プラン  

クトンほ表面水200Lをミふ－・ラーガ－ゼ（No25）のプランク  

トンネットで貯過，採集し，フォルマリンで固定した．   

喜平島の水質の測定項目ほ水温，溶存酸素，NH4－N，NO2－  

N，炭水化物，BOD，およびプランクトン沈澱盈で，底質紅つ  

いては灼熱減盈，CODおよび仝硫化物である。．なお，底泥を  

4000Ⅰ・pm，15分間遠心分離して得た間隙水についてもNH4－N，  

硫化水素，炭水化物を測定した．   

安戸他については主として底泥の間隙水中の成分について分  

析した．  

甚平為栗魚場  

宏弼也養伸場  

O  100  200m  
Ⅱ 結果および考察   

1．水質の季節的変化  

喜平島養魚場の水質の測定結果は第1表および第2図に示した  

節1図 喜平島および安戸飽養魚場の平面図  

と観測点  

通りである 

NH4－Nは通気蒸溜して得た潜出液にネスヲ一試薬を加え，NO2－Nは直接海水にGR試薬を加えて比色定宜した 

NH4－N，NO2－Nとも9月初旬に最高値，それぞれ0・095mg／Lおよび0・011mg／Lに達し，その影響が必配されたが   
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欝1表 水質分析結果   

喜平島養魚場  

プランクトン  
沈 毅 塁   
ml／m8  水0。温】品濃／2  

算2図 NH4－N，NO2－Nの季節的変化（膏平島）  

安戸池養魚場  
11月にはハマチ放養前の値にほゞ回役した．NH4－Nに  

ついてほ橘高男）も8月の揚島養魚場の水質を分析して■夜  

の高潮時に．0．2mg／Lの値を得ている．．丁度この時期に  

はハマチ・の摂餌に問題があることが多いがNH4－Nは0．5  

mg／L程度で魚に影響を与えることもあるといわれてい  

るので，溶存酸素の減少以外に．NH4－Nの増加が原因と  

なることも考え．られ，今後更に検討すべき問題であろ  

う   

BODは全期間を通じてそれ程高くないが，9月5日  

の観測ではA点底層水は7．4mg／Lとかなり高い億を示  

している… 後に．のぺるように，この時期払底泥の諸成分  

中間隙水中の硫化水素が特濫著しく増加しているのほ興  

攣空繁劇姦ヲ窟卜忘 0 2mg／L  ml／m8  

味深い 

炭水化物はMilユipo工e filteI■（m）で㌍過した後，  

PIlenOl硫酸法で定意したが，全期間を通じて両養魚場とも0．5mg／L以下で養魚場の水質の変化を知るための長い指  

標とはいえない．たゞ，9月24日，宍戸池で朗鱒鍾函古の赤潮が発生した時にA点で1い2mg／L，B点で1．Omg／L  

という値を示した 

プランクトン沈澱盈も7月から9月に．かけて多い．．両養魚場とも全期間を通じC郎Ⅵ物鋸仇紆机，蕗鋸ね路用㌻等社  

務類が主であるが，安戸池では前述のように9月24日頃一時的に．∂よ〝〃♪カ．γぶよ∫ざ♪，が優先種となった 

2．底質の季節的変化   

底質の分析結果は欝2表の通りである．CODは水質中のNH4－N，その他と同様9月に最高値（22mgO2／g乾泥）  

を示したが，灼熱減塩および全硫化物ほやゝ遅れて増加しているようである‖ CODと灼熱減盈は音平島のA，B両   
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測点間では大きい差はないが，仝硫化物ほA点の方がはるかに多い．第5図に灼熱減畠と全硫化物の関係を示した  

が，両者の間に明らかに相関が認められる“A点でほ11月1日に底泥の灼熱減量が約20％に．，全硫化物が1一4mg／g  

乾泥に・達しており，新田3）4）の指摘する通り，年間を通じて底棲生物は認められなかった 

次に底質の変化はまず間隙水に．あらわれると考えられるので，底泥を遠心分離してえた上澄液について，NH4－N  

および硫化水素はそのまゝ，炭水化物はmillipoIe fnteI・（HA）で折過した後定温したい NH4－Nは微畠拡散法で内  

室に捕集したNH8をネスラ・一試薬で発色させ，硫化水素はCaro・Emile FieherのMethylene blue法5）により比色  

定量した   

間隙水の厳密な採取はCoIe Samplerに．よらなければならないが，採泥時に．注意すれば第5表に示すように喜平島  

B点を除き，同一測点ではかなり一店量の間隙水を得ることができた 

寮5表に間隙水の分析結果を取りまとめたが，NH4－Nほ菩平島，安戸他とも餌場に近い方が多く，特に．喜平島で  

錯2表  底質の分析結果  

（喜平島養魚場）  
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第5図 全硫化物と灼熱減意との関係（喜平島）  

安戸池養魚場   

節5表  間隙水の分析結果  

音平島養魚場  
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はA，B両測点間の差が著しい硫化水素は喜平島A点で9月5日に約70mg／Lにも適しており；この時期に管理上  

充分の注意が必要と思われる‖ 炭水化物紅は硫化水素やNH4－Nのような大きな変動は認められなかった 

NH4－Nや硫化水素は喜平島A測点に比較して，安戸他A点の方がかなり少い．．海水の交換は喜平島の方が安戸  

池よりもかなり良い事が福田6）に．より指摘されており，底質の変化の状態は海水交換の良否と必ずしも一・致せず魚の  

放養密度や養魚場の地形等に．関係するものと思われる  

Ⅳ あ と が き  

喜平島養魚場は水面積5ルるbaの海峡塾，築堤式であり，安戸池養魚場は水面積2く払aの池型，築堤式の養魚場で，  

昭和40年皮におけるハマチ・の取上げ尾数は喜平島では8万5千尾，安戸池では約25万尾であった．昭和40年ほ香川県  

ではハマチの生産は概して不良で11月末迄に1kgに．適せず，喜平島では平均850g，変声池では900gであった 

こゝに指摘した水質や底質の変化が，値接養魚にどのような影響を与えたかは明らかではなく，環境の変化と生産  

との連接的な関係の把損は今後の継続した調査や実験室内における生理学的手法により可能になると思われるその  

際、溶存酸素，NH4－N，硫化水素等に．ついてほ特に考慮すべきであるが，これらについては，底泥との関連におい  

て－調査する必要がある 

喜平島や安戸池では古くからハマチ魔殖場として使用され，底質もかなり悪化して－いるが，このような養魚場で  

も，水質，底質ともに1月末に．はノ、マチ放巷前の状態に．はゞ回復している．今後，ノ、マチの適正な放巷量を求めた  

り，ハマチ取上げ後の養魚場の利用を図る瞭に．は水質や底質の回復という問題も考慮する必要があろう   

最後に．，悪化した底泥の間隙水中にはかなり多藍の硫化水素が見出されるが，間隙水中の硫化水素の測定はかなり  

容易であり，底質の悪化の状態を知るための有効な一つの方法と思われる 

なお，この研究は文部省科学研究費（総合研究）の交付を受けて行った研究の－・部であり，調査に当り御協力をい  

たゞいた喜平島および安戸池養魚場の方々，試料の採取，分析に．御協力頂いた本学部，田中啓陽教官，光信泰昇，山  

川魂両君に．厚く謝意を表する 
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Chemicalstudies on sea water and bottom mud of fish farms  

Ⅱ．Seasonalvariations  

Toshio AoKI，TomotoshiOxAICHIand TadashiOcHI   

In succession to the previous work which discussed dissoIved oxygeninsea water ofiish farms，SOme  

chemicalstudies weI・e Carried out on sea water and bottom mud of Kiheijima and Adoike fish faImSin  

Kagawa・ken overabo11t One year from19る5to1966 

The accumulations of banefulsubstancesin both sea water and bottom mud were observedin early  

September，and one ofthemost stIikingwastheincrea＄e Ofammonium nitrogepin seawater（0．1mg／L）・  

The highest concentration of s111董ide（7DmgS／L）in sediment water wasalsorecordedin same season。On  

the bottom mud of Kiheijima fish farm，it was pointed out thattheIe WaSaClose correlation between the  

amounts of totalsulfide andignitionloss．   

These deterioIations of sea wateI and bottom mud observe in summeI weIe gIadually improved with 

the decrease of water temperature and almost Iecovered by the beginning of next season of the fish 

CUltuI・e．  

（19占d年10月51日受理）   
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